
「和算に挑戦」

　

　一関市博物館では毎年「和算に挑戦」というイベントを主催していて，上級，中級，初級の３題が

出題され，解答を募集しています。平成年度は第８回で，平成年月日が締切でした。

詳しくは以下から参照できます。

　　　

　　　あるいは　一関市博物館ホームページ催し物案内和算に挑戦

平成１８年度中級の問題は，一関の和算家千葉胤秀ちばたねひでの編集した

　　　『算法新書』文政年刊行巻の二　「容術」内接に関する問題の項問目

に基づく出題でした。中学生にとって適度な問題であると同時に，様々な解法が考えられる良問だと

思われます。

 
















問題　右図のようなの台形の各辺

　　に円が，，，で接している。，

　　のとき，円の直径を求めよ。

参考　円の直径を，，とすると

　　　　　




 

 




　　が成り立つ。は，の調和平均



　解１は，円外の点から円にひいたつの接線の長さが等しいことと，ピタゴラスの定理を使った解

き方，解２は相似を用いた解き方です。

 
















 



　

解１　点から辺に垂線をひき，交点をとする。

　　円の半径をとすると，四角形，は

　　正方形であるから

　　　　　　より　，

　　ゆえに　

　　　　　

　　直角三角形において

　　　　　　すなわち　　

　　　　　　ゆえに　


　したがって直径は

 
















解２　はの二等分線，はの二等分線であり　

　　　　　　より　

　　組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　

　　円の半径をとすると

　　　　　：：　より

　　　　　：：

　　　　　　ゆえに　

　四角形が円に外接しているから，これと相似を利用すると，未知数

をおかない解き方ができる。

解３　からに垂線をひき交点をとする。の延長上にとなる点をとる。

　　を通りに垂直な直線をひき，の延長との交点をとする。

 










　　　　　

　　組の角がそれぞれ等しいから

　　　　　　相似比は：：

　　直角三角形の斜辺と他の一辺がそれぞれ等しいから

　　　　　

　　の面積をとすると，の面積は，

　　四角形の面積は，よっての面積

　　はとなる。

　　　　　：：：　よって　

　　また　　であるから　　これが円の直径に等しい。


